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研究成果の概要（和文）：　本研究では、北米の日系人コミュニティーを対象にコミュニティーの喪失と再生の歴史と
その語りを歴史的・社会的分析と会話分析の手法で分析した。具体的には：（1）アメリカロサンジェルスの全米日系
人博物館、（2）マンザナー強制収容所、（3）バンクーバーの日系人コミュニティーと日系ミュージアム、（4）ハワ
イの日系人コミュニティーとミュージアムの調査を行った。その成果はエスノメソドロジー国際会議等で発表した。ま
た、『日系人の喪失と再生の物語―会話分析・ナラティヴ・語られる歴史』として出版する予定である。

研究成果の概要（英文）：In this research, we analyzed narratives and history of loss and regeneration of J
apanese American and Japanese Canadian communities in North America, in historical, sociological, and conv
ersation analytic manners. We conducted research in the following sites: (1) Japanese American National Mu
seum in Los Angeles; (2) Concentration camp in Manzanar; (3) Japanese Canadian communities and museums in 
Vancouver; (4) Japanese American communities and museums in Hawaii. The results of this research were pres
ented in the IIEMCA conference. Also, the results will be published in a book titled Narratives of loss an
d regeneration of Japanese American and Japanese Canadian communities: Conversation analysis, narratives, 
and oral history.
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１．研究開始当初の背景 

東日本大震災と福島第一原発事故後のコ
ミュニティーの復興と再生は、現代の日本の
最大の課題となっていた。一方、地震や津波
に関する伝承の重要性や、復興における物語
の重要性（例えば、ロプリータ地震や中越地
震における「ものがたり復興」）も指摘され
ている。しかし、大震災と原発事故後のコミ
ュニティーの復興や再生はこれからであり、
いかなる物語をコミュニティーの再生のモ
デルにするべきかという問題はこれから考
えなければいけない課題となっていた。 

 

２．研究の目的 

この研究の目的は、北米の日系人コミュニ
ティーを対象に、コミュニティーの喪失と再
生の歴史とその語りを歴史的・社会的分析と
会話分析の手法で分析することである。また、
コミュニティーの喪失と再生の物語を、「日
本人」というアイデンティティとの関係で提
示することである。また、いかにしてコミュ
ニティーの再生の物語をこれから構築する
かを考察することである。 

今回の研究では、北米地域を対象にして、
コミュニティーの喪失と再生の物語に焦点
を当てる。北米の日系人は第 2 次大戦中にコ
ミュニティーの喪失を経験した。また戦後、
様々な仕方でそれぞれの地でコミュニティ
ーを再生させた。だが、ハワイ、アメリカ本
土、カナダにおける第 2 次大戦中の強制収容
によるコミュニティーの喪失と再生の歴史
はそれぞれの地域で異なっている。今回の研
究では、コミュニティーの喪失と再生の物語
が、人々の置かれた過去および現在の状況に
よってどう異なるかを歴史的・社会的分析と
会話分析の手法で分析する。 

 

３．研究の方法 

この研究では、「日本人」コミュニティー
の喪失と再生の語りについて研究するため
に、北米の日系人コミュニティーの語りにつ
いてのビデオを用いたエスノグラフィー的
調査とコミュニティーの喪失と再生につい
ての歴史的社会的調査を行った。歴史的・社
会的状況の違いと語りとの関係を分析する
ため、第 2 次大戦中の強制収容の形が異なる
3 つの地域（ハワイ、アメリカ本土、カナダ）
で調査を行った。 

次の 3 地域を主な研究対象にした。 

①ハワイ（ホノルル） 

②アメリカ本土（ロスアンジェルス） 

③カナダ（バンクーバー） 

この 3 つの地域を選んだのは、第 2 次大戦
中の強制収容によるコミュニティーの喪失
と再生の歴史が上の 3つの地域で異なってい
るからである。①ハワイ（ホノルル）では、
強制収容された人は一部にとどまっており、
コミュニティーはハワイ社会の中で存続し
た。②アメリカ本土（ロスアンジェルス）で
は大部分の人が強制収容されたが、土地はそ

のまま残っており、同じ土地でコミュニティ
ーが再生可能になった。③カナダは、バンク
ーバーのあるブリティッシュコロンビア地
域の大部分の人が内陸部および東部に強制
収容されるとともに土地は競売にふされた。
漁民等の一部の人は元の土地（現在バンクー
バー市となっているスティーブストン地域）
に戻ったが、多くの人はカナダの別の土地
（トロント等）に広がり、新しいコミュニテ
ィーを作った。また、ホノルル、ロスアンジ
ェルス、バンクーバーを選んだのは、日系人
ミュージアムが存在するからである。特にロ
スアンジェルスとバンクーバーの日系人ミ
ュージアムは戦時の強制収容の補償で建て
られたものであり、強制収容によるコミュニ
ティーの喪失と再生の問題を考察するのに
ふさわしい場所であると思われる。 

 

４．研究成果 

本研究では、北米の日系人コミュニティー
を対象にコミュニティーの喪失と再生の歴
史とその語りを歴史的・社会的分析と会話分
析の手法で分析した。具体的に、調査を行っ
たのは次の地域と場所である。（1）ロサンジ
ェルスの全米日系人博物館、（2）マンザナー
強制収容所、（3）バンクーバーの日系人コミ
ュニティーと日系ミュージアム、（4）ハワイ
の日系人コミュニティーとミュージアム。 

 

（1）ロサンジェルスの全米日系人博物館 

ロサンジェルスの全米日系博物館で、ビデ
オを用いた調査を行った。また、過去に同じ
博物館で撮影したビデオデータと比較して
分析を行った（図 1）。 

 

この調査で次のことがわかった。 

①日系人の歴史や収容所や戦後補償の問題
の展示が中心となっている。 

②日本語のガイドか英語のガイドを選べる
ようになっている。 

③ガイドは、「日本人」「日系人」「われれれ」
対「アメリカ人」「白人」「かれら」といった
成員カテゴリーや成員カテゴリー化装置を
使い分けている。 

④観客が誰か（日本人か、アメリカ人か等々）
によって、成員カテゴリーの使い方が異なっ
ている。 



⑤自己物語が、語りの中に組み込まれてい 

る。 

⑥共通の知識を持っているかが、説明の仕方
と関連している。 

⑦ガイドと観客との共通基盤が、成員カテゴ
リー化や自己語りと、密接にかかわっている。 

⑧展示物の鑑賞と関連した形で、語りが構成
される。 

 

（2）マンザナー強制収容所 

マンザナー強制収容所を訪問し、現地調査
とビデオ撮影を行った。強制収容所は、実際
にそこに行かないと、感じ取れないものがあ
るという意味で、意義深いものであった。 

調査に同行したやまだようこは、次のよう
に書いている。 

「砂漠の真ん中で、目の前には大きな山が
あり、車で、行けども行けども同じ風景がつ
づく、草木のない岩肌が露出する高い山々、
赤茶けた広大な大地、照りつける太陽、水が
ほとんどない荒涼とした風景。この荒々しい
大自然が人間に立ちはだかり、人や生きもの
を無力にするような威圧的な感じは、緑の
山々と清流に満ちた豊かな自然に包まれた
日本にいては想像することすら難しいと思
いました。ここに移住させられたら、たとえ
鉄柵や監視などなくても、とても逃げられな
いと思わせられました。」（ロスアンゼルス便
り 2012 年 8 月 8 日-15 日 やまだようこ）
「1945 年に立てられたという慰霊碑は、今回
の調査の下調べの段階で写真を何度も見て
いたのですが、現地で実物を見ると、風景や
土地の大きさに比較してあまりにも小さく
見え、ことばを失うほど淋しいものでした。
やはり、現地に立って見ないとわからないも
のだと感じました」(同上)（図 2）。 

 

図 2 マンザナー強制収容所の慰霊碑 

 

マンザナー強制収容所は現在アメリカの
国定史跡になっており、資料館がある。そこ
での展示とガイドには次のような特徴があ
る。 

①展示の説明はすべて英語である。 

②ナショナルガードが、収容所の模型に基づ
き、英語で客観的な説明を行っている。 

観客もほとんどアメリカ人であり、日系人
強制収容所は、アメリカの歴史として教えら

れているのである。 

 

(3) バンクーバーの日系人コミュニティーと
日系ミュージアム 

バンクーバーでの調査は、郊外の漁師町の
スティーブストン、バーナビーのカナダ日系
文化センター・日系博物館、第 2 次大戦勃発
前の日本人街であるパウエルストリートで
行った。 

①スティーブストンでは、日系 2 世の日系人
の再生の物語の聞き取り調査、仏教会での解
説場面のビデオ撮影(図 3)を行った。 

②日系文化センター・日系博物館では、企画
展「ものがたり」の解説場面とビデオ撮影、
教育用の展示室での収容所の展示と解説場
面の撮影を行った。ここでの解説は、基本的
に英語であった。 

③パウエルストリートで、日系人のツアーガ
イドのビデオ撮影を行った。ここでの解説は、
日本語と英語を選べた。 

図３スティーブストン仏教会での解説場面 

 

（4）ハワイの日系人コミュニティーとミュ
ージアム 

ハワイでは、ホノルル福島県人会の協力の
もとに、調査を行った。ハワイと福島を結ぶ
社会的絆プロジェクト、日系人の聞き取り調
査、ハワイ日本文化センターでの英語と日本
語の解説の録音、ビショップミュージアムで
の解説のビデオ撮影（図 4）、ハワイ沖縄ミュ
ージアムでの日本語での解説のビデオ撮影
を行った。 

 

図 4 ビショップミュージアムの解説場面 

 

(5)全体の成果 

 同じ日系人博物館でも、展示内容だけで



なく、展示の対象とする観客の違いがあるこ
とがわかった。またガイドと観客の成員カテ
ゴリーが説明と関連していることがわかっ
た。人々がどのように共通基盤を見つけるの
か、またそのなかでカテゴリー化と自己語り
がいかに行われるのかも示すことができた。
また他の種類の語りとの関連も、現在分析し
ている。こうした研究の成果は埼玉大学教養
学部紀要、エスノメソドロジー国際会議、エ
スノメソドロジー会話分析研究会等で発表
した。また、『日系人の喪失と再生の物語―

会話分析・ナラティヴ・語られる歴史』とし
て来年 10 月に出版する予定である。 
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